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１．事業の目的 

 

 
 
一般国道 14 号は、東京都中央区から千葉県千葉市中央区までの延長 64.2ｋｍの路

線で、京葉道路または千葉街道とも呼ばれ、首都東京と千葉県内の主要都市である市

川市、船橋市、習志野市、千葉市を結ぶ大動脈となっています。 
一般国道14号の中で、江東区亀戸9丁目から江戸川区大杉1丁目の区間は、環状

7 号及び自動車専用道路の京葉道路に接続していることや東西方向の交通需要に対し、
荒川を渡る道路が限られていることから、慢性的な交通渋滞が発生しています。 
一般国道14号亀戸小松川立体事業は、都内の主要渋滞ポイントである小松川４丁目
交差点・東小松川交差点の渋滞解消、亀戸・大島・小松川地区市街地再開発地区及び

関連する都市計画道路からの発生集中交通量に対応するための交差点立体化を行う

とともに、交通需要に対応すべく拡幅及び交差点改良を行い、交通混雑の緩和、交通円

滑化及び沿道環境の改善を図るために計画された 
ものです。 
 

 

 

一般国道14号の混雑緩和 

首都高速道路 

一般国道（指定区間） 

主要地方道及び特例都道 

その他の道路 

亀戸小松川立体 

埼玉
茨城

栃木群馬

山梨
千葉

神奈川 

静岡

東京 

位置図 

亀戸小松川立体事業範囲

L=２．５ｋｍ 

６車線整備済み区間 



 

 

２  

 
 

 ２．事業を取り巻く社会状況（現状の問題点） 
 
（１）本事業区間の交通状況 

小松川４丁目交差点と東小松川交差点では、右左折車の影響で直進車が進めず、
慢性的な渋滞が発生しています。 

 本区間に隣接する都心側は６車線で整備されており、本事業区間は４車線である

ため容量不足により旅行速度が遅くなっていることから渋滞が生じています。４車

線を６車線へ拡幅及び交差点改良を行うことで渋滞の解消を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 

小松川４丁目※ 東小松川※
東京特別区内
国道平均

現況交通量 65,432(台/日) 67,666(台/日) 51,789(台/日)

混雑度 2.26 2.06 0.99

：主要渋滞ポイント

国道１４号の区間別走行速度の変化 

資料：H16.6.29プローブカーデータ 

資料：H16.6.29実測データ 

   特別区平均、関東臨海平均はH11道路交通センサス 

小松川４丁目交差点 東小松川交差点 



 

 

３  

 
（２）当該交差点の渋滞状況 
 小松川４丁目・東小松川交差点における渋滞は著しく、交差点を通過するのに、小

松川４丁目交差点は最大２４分、東小松川交差点では最大２５分を要し、地域の社

会経済活動に大きな影響を及ぼしています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

主要渋滞ポイント（小松川４丁目、東小松川交差点） 

小松川４丁目交差点の混雑状況（千葉方面を臨む） 

最大渋滞長 ２４００ｍ 

通過時間   ２４分 

日本橋方面 

最大渋滞長 １４００ｍ 

通過時間   25分 

最大渋滞長 ８０ｍ 

通過時間   3分 

最大渋滞長 ７３０ｍ 

通過時間   １０分 

千葉方面

東小松川交差点の混雑状況（千葉方面を臨む） 

最大渋滞長 １３０ｍ 

通過時間   ３分 

一方通行 

国道14号 

国道14号 

最大渋滞長 １５５０ｍ 

通過時間   １３分 



 

 
４

 

（３）周辺地域の関連事業 
  
・亀戸・大島・小松川地区市街地再開発事業 

     住宅、商業、工業が混在・密集し、大地震時における危険性があるため、昭和４４年の江東再開 

    発基本構想で、防災６拠点の一つに位置づけられ、市街地再開発事業を中心とした手法で整備 

    することとしています。 

     具体的には、地区の中心に広大な公園を配置し、これを取り囲むように不燃建築帯を設け、こ     

    の避難広場の安全性を高めます。また、従前権利者の生活再建、地域コミュニティーなどにも配  

    慮しながら、住・商・工の混在を整理し、災害時の避難路となる都市計画道路をはじめ、各種の 

    生活道路・公園・駅前広場の公共施設と、学校・保育所等の公益施設を整備して良好な生活環 

    境を確保するものです。 

 

 

平成１３年１２月撮影 

亀戸・大島・小松川地区

四ツ木地区

両国地区

木場地区

中央地区

白鬚地区

荒
川

至日本橋

至千葉
亀戸駅

防災拠点位置図（江東再開発基本構想） 

出典：東京都建設局 

亀戸・大島・小松川地区市街地再開発事業 

 事業主体：東京都（Ｓ５５～Ｈ１７） 

 進捗状況：約８５％（事業費ベース：Ｈ１６年３月末現在） 

 主な事業内容：住宅戸数8,000戸、公園(避難広場)、 

           教育施設等 



                     ５ 

 
 

 ３．計画の概要 
 
    ・区 間         ：  自）東京都江

こう

東区亀戸
とうくかめいど

9 丁目地先 

   ：  至）東京都江戸川区
え ど が わ く

大杉
おおすぎ

1 丁目地先 

   ・計 画 延 長         ：  Ｌ＝２．５㎞ 

 ６車拡幅＋交差点改良 

 （将来 立体化） 

   ・構 造 規 格         ：  第４種第１級 

   ・設 計 速 度         ：  ６０ｋｍ/ｈ 
   ・幅     員 ：  W=３３.０～５０．０m 
   ・全体事業費         ：  約３４０億円（将来：約４２０億円） 

 

■ 標準断面図【現況】 

■ ６車線平面 

■ 亀戸地区標準断面図【計画】 ■ 小松川地区標準断面図【計画】 

■環七立体 ：Ｓ４１年に立体で 
都市計画決定 
Ｓ５９年完成供用  

■ 立体化（将来） 



 

 

６  

 
 

 ４．事業の経緯 

 
 昭和２１年３月２６日 

 昭和３１年１２月 

 昭和３９年２月７日 

 昭和４１年３月２９日 

 昭和５０年度 

 昭和６０年度 

 昭和６２年度 

 平成元年度 

 平成３年８月２１日 

 平成１１年度 

 平成１４年度 

 

                

都市計画決定（当初：戦災復興院告示第３号） 

都市計画変更（亀戸地区） 

都市計画変更（亀戸９丁目交差点立体化） 

都市計画変更（東小松川交差点と中央２丁目交差点をそれぞれ立体化） 

亀戸・大島・小松川地区市街地再開発事業 都市計画決定 

事業化（亀戸地区） 

用地買収着手（亀戸地区） 

事業化（小松川地区） 

都市計画変更(東小松川交差点と中央２丁目交差点を連続立体化に変更) 

亀戸地区工事着手                                      

用地買収着手（小松川地区）                                

                                                

                                                
 

千葉方向から日本橋方面（航空写真撮影：首都国道事務所 平成 16 年撮影） 



 

 

７  

■亀戸小松川立体事業                   ■亀戸・大島・小松川地区市街地再開発事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６車平面 

・再開発事業の遅延理由として、大規模事業（開発面積約98.6ha）であり、権利者多数のため時間を要

し事業が遅延いたしました。 

・小松川地区は現道拡幅で用地件数が約200件あり、一部、用地取得が難航している箇所があります。 
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５．事業の進捗 

 
（１）当初の予定 

国道14号（亀戸～小松川間）立体化事業は、亀戸地区は昭和６０年度に事業化、
小松川地区は平成元年度の事業化後、周辺状況を鑑みながら６車線整備や交差点
の立体化を段階的に進め、６車線整備済みである都心側より順次供用を図ることと
しており、亀戸地区は平成５年度、小松川地区は平成１５年度に供用を予定してい
ました。 

 

（２）現在の状況 
 亀戸地区 小松川地区 合  計 

全体事業費 約 ９８億円 約２４２億円 約３４０億円 

 （将来約１２７億円） （将来約２９３億円） （将来約４２０億円） 

 うち用地費 約 ４４億円 約１９７億円 約２４１億円 

執行済み額 約 ８２億円 約 ２０億円 約１０２億円 

 （約 ８４％） （約 ８％） （約 ３０％） 

 うち用地費 約 ４４億円 約 １１億円 約 ５５億円 

 （約１００％） （約  ６％） （約 ２３％） 

残事業費 約 １６億円 約２２２億円 約２３８億円 

 （将来約 ４５億円） （将来約２７３億円） （将来約３１８億円） 

供用済み延長 ０ｋｍ ０ｋｍ ０ｋｍ 

 
 

（３）事業遅延の理由 
亀戸地区については、東京都の再開発事業の遅れに伴い、本事業が遅延しまし

た。 
    東小松川地区については、亀戸地区に引き続き６車線化を進めることとしており
ます。なお、Ｈ１４年度より用地買収に着手しました。 
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（４）事業遅延の社会的影響 

・主要渋滞ポイントでの渋滞緩和が図られず、緊急輸送活動等に影響が生じて 
 います。 
・ 防災 6 拠点の一つに位置付けられる再開発事業に対しても、火災時の延焼防
止機能としての道路空間確保、良好な生活環境の確保等、地区計画に影響が
生じています。 

 
（５）事業改善措置の検討 

順次、都心側から整備が進められてきており、整備効果を早期に発現するため
に、平成１８年度に亀戸地区を平面６車線化にて供用する見込みであり、小松川地
区については、今後さらに用地買収を促進し、平成２２年度の平面６車線化を目指し
ます。 

 
 
（６）今後の予定 

用地の取得は亀戸地区で１００％完了しており、小松川４丁目交差点等の混雑緩
和などの整備効果を早期に発現するため、早期の６車線化を目指して事業を促進し、
平成１８年度の平面６車線化を目指します。また、小松川地区については、平成１４
年度から用地買収を行っており、現在３％の進捗（面積ベース）でありますが、今後
さらに用地買収を促進し、平成２２年度の平面６車線化を目指します。 
将来的には、関連都市計画道路等の整備状況を鑑みながら、立体化事業の整備

時期を検討致します。 
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（７）費用対効果 
路線名 事業名 延長 事業種別 現拡・ＢＰの別 

国道14号 亀戸小松川立体 L=2.5㎞ 二次改築 現拡 

     

計画交通量 車線数    

(台/日)      

55,000～65,000  6    

 

 

 
    

① 費 用   単位：億円  

  改 築 費 維持修繕費 合   計  

基 準 年 平成16年  

単純合計 325億円 26 億円 351 億円  

基準年における    

現在価値 (Ｃ) 
294 億円 10 億円 304 億円  

     

② 便 益    単位：億円 

  
走行時間   

短縮便益 

走行費用  

減少便益 

交通事故   

減少便益 
合    計 

基 準 年 平成16年 

供 用 年 平成22年 

初年便益 28 億円 3 億円 1 億円 32 億円

基準年における   

現在価値 (Ｂ) 
434 億円 41 億円 16 億円 491 億円

  

③ 費 用 便 益 比  

  

Ｂ／Ｃ 491億円（総便益）／304億円（総費用） 1.6 
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  ６．道路整備の効果 

 
（１）国道１４号の混雑緩和 

国道１４号（亀戸～小松川間）の整備により混雑の緩和、旅行速度の改善が期待 

 

整備前：H16.6.29実測データ  整備後：推計値 整備前：H16.6.29実測データ  整備後：推計値 

整備前：H16.6.29実測データ  整備後：推計値 整備前：H16.6.29実測データ  整備後：推計値 

0 10 20 30 40

旅行速度（ｋｍ／ｈ）

整備後

整備前

亀戸駅前～一之江橋東詰間の旅行速度の変化

２２．８ｋｍ／ｈ

３８．８ｋｍ／ｈ

旅行速度が
大きく上昇

0 2 4 6 8 10 12 14

通過時間（分）

整備後

整備前

亀戸駅前～一之江橋東詰間の通過時間の変化

１４分

８分

通過時間が
大幅に短縮

小松川４丁目交差点 東小松川交差点

亀戸小松川立体事業範囲 Ｌ＝２．５ｋｍ 

0

0 .5

1

1 .5

2

2 .5

混
　
雑
　
度

整備前 整備後

２．２６
混雑度が
大きく減少

混雑度１．０

小松川４丁目交差点の混雑度の変化

０．９０ 

0

0 .5

1

1 .5

2

2 .5

混
　
雑
　
度

整備前 整備後

２．０６
混雑度が
大きく減少

混雑度１．０

東小松川交差点の混雑度の変化

０．８０ 
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（２）国道１４号主要交差点の渋滞緩和 

国道１４号（亀戸～小松川間）の整備により、小松川４丁目交差点・東小松川交
差点の混雑が緩和されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                
 

 

 

最大渋滞長 ２４００ｍ 

通過時間 ２４分 

日本橋方面 

一方通行 

国道14号 

日本橋方面 

一方通行 

交通量推計結果 

国道14号 

最大渋滞長 １４００ｍ 

通過時間 ２５分 

最大渋滞長 ８０ｍ 

通過時間 3分 

最大渋滞長 １３０ｍ 

通過時間 ３分 

千葉方面

最大渋滞長 ７３０ｍ 

通過時間 １０分 
国道14号 

千葉方面

千葉方面

日本橋方面 

千葉方面日本橋方面 

交通量推計結果 

小松川4丁目交差点の渋滞状況 （千葉方面を臨む） 

東小松川交差点の渋滞状況 （日本橋方面を臨む） 

東小松川交差点の渋滞状況 （千葉方面を臨む） 

小松川４丁目交差点 

東小松川交差点 

最大渋滞長 １５５０ｍ 

通過時間 １３分 

最大渋滞長 ５０ｍ 

通過時間 １分 

最大渋滞長 ３０ｍ 

通過時間 １分 

最大渋滞長 ５０ｍ 

通過時間 １分 

最大渋滞長 ８０ｍ 

通過時間 １分 

解消される 

解消される 
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（３）整備に伴う周辺道路への効果 

事業区間の整備により、周辺道路における交通量、混雑度が緩和されます。 
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（４）沿道環境の整備 

歩道の拡幅、無電柱化により、歩行者・自転車・車椅子利用者が快適、安全に通
行できるようになります。 

 
国道１４号の整備により、歩道が亀戸地区で８～１２ｍとなり、東小松川地区では約

1ｍ拡幅されます。また、電線共同溝の整備も合わせて行い、無電柱化を図ります。 
 

◆電線地中化 
・ 地震等の災害に強い安定したラ

イフラインを構築します。 

・ 歩道の幅員を確保し、ゆとりある

歩行空間が確保されます。 

 

◆沿道環境の整備 
・ 亀戸地区では、歩行者（車いす・乳

母車含む）と自転車を分離し、利用

者がより快適で安全に通行できるよ

うになります。 

・ クスノキなどの植栽を施し、沿道環

境を考慮した歩行空間が確保され

ます。 

歩道空間の整備イメージ 

歩道空間の整備イメージ 
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  ７．今後の対応方針（原案） 

 
（１）事業の必要性等に関する視点 

都市部の慢性化した交通渋滞の解消及び沿道環境改善のために早期整備がよ
り一層求められていること、亀戸・大島・小松川地区の再開発事業への影響も大き
いことから引き続き事業の推進を図る必要があります。 

 
（２）事業進捗の見込みの視点 

用地の取得は亀戸地区で１００％完了しており、小松川４丁目交差点等の混雑緩
和などの整備効果を早期に発現するため、早期の６車線化を目指して事業を促進し、
平成１８年度の平面６車線化を目指します。 
東小松川地区については、平成１４年度から用地買収を行っており、現在３％の

進捗（面積ベース）であるが、今後さらに用地買収を促進し、平成２２年度の平面６
車線化を目指します。 

 

（３）コスト縮減や代替案立案の可能性による視点 
現計画は、周辺開発計画、道路ネットワークの観点から最も妥当な計画であると

考えられます。 
なお、工事施工にあたっては、周辺環境の保全に努めると共に橋梁施工におい

ては、構造物のプレキャスト化による工期短縮、新技術の積極的な活用、埋め戻し
には現場発生土を用いるなど、コスト縮減に努めて事業を進めます。 

 

（４）対応方針 
当事業は継続が妥当と考え、整備効果を早期に発現するために亀戸地区につい

ては平成１８年度の平面６車線化を目指し、小松川地区については今後さらに用地
買収を促進し、平成２２年度の平面６車線化を目指します。将来的には、関連都市
計画道路等の整備状況を鑑みながら立体化事業の整備時期を検討致します。 

 

（５）他事業への反映 
当事業は交差点立体化事業ではありますが立体化は用地がほぼ完了していな

いと工事着手が不可能であるため、早期に整備効果を発現すべく周辺の交通状況
を踏まえた整備を図っていきます。 

   他事業におきましても、関連事業等からの発生集中交通量等周辺の交通状況を 
  勘案しながら、当面、平面６車線供用へ向けた段階的な整備が有効と考えており 
  ます。 
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・他の計画における事業の位置づけ 
 国道１４号は、第一次緊急輸送道路として位置づけられている。 
 

 
 

計画名 
 

 
策定者 

 
位置付け 

江東区基本構想 
H１１．３ 

江東区 広域交通を担う幹線道路として位置

付けられている。 
江戸川区街づくり基本プラン 
H１１．２ 

江戸川区 広域幹線道路、延焼遮断帯として優

先整備路線に位置付けられている。 
東京都地域防災計画 
平成１０年度 

東京都 第一次緊急輸送道路に位置付けら

れている。 

 

 

 

       

参考資料 
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・客観的評価指標 
新五計該当項目   指 標 

1.活力 (1) 円滑なモビリティの確保 1 ● 現道等の年間渋滞損失時間及び削減率 

   2 ■ 現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される 

   3 □  

   4 □  

   5 □  

   6 □  

 (2) 物流効率化の支援 7 □  

   8 □  

   9 □  

 (3) 都市の再生 10 □  

   11 □  

   12 ■ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり 

   13 □  

   14 □  

   15 □  

   16 □  

 (4) 国土・地域ネットワーク

の構築 

17 □  

   18 □  

   19 □  

   20 □  

   21 □  

   22 □  

   23 □  

 (5) 個性ある 

地域の形成 

24 □  

   25 □  

   26 □  

   27 □  

2.暮らし (1) 歩行者･自転車のための生

活空間の形成 

28 □  

   29 □  

 (2) 無電柱化による美しい町

並みの形成 

30 ■ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけ有り 

   31 □  

 (3) 安全で安心できるくらし

の確保 

32 ■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 

3.安全 (1) 安全な生活環境の確保 33 □  

   34 □  

 (2) 災害への備え 35 □  

   36 ■ 対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置
づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）として位置づけあり 

   37 □  

   38 □  

   39 □  

   40 □  

4.環境 (1) 地球環境の保全 41 ● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量 

 (2) 生活環境の改善・保全 42 ● 現道等における自動車からのNO2排出削減率 

   43 ● 現道等における自動車からのSPM排出削減率 

   44 □  

   45 □  

5.その他 (1) 他のﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄとの関係 46 □  

   47 □  

 (2) その他 48 □  
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１－（１）円滑なモビリティのための確保 
１．年間渋滞損失時間及び削減率  

□［費用便益分析対象リンク］ 
渋滞損失時間（現況）  ・・・   ２５１５万人・時間／年 

   渋滞損失削減時間  ・・・  ２６７万人・時間／年 
              （２３８６万人・時間／年→２１１９万人・時間／年） 
   削減率      ・・・ １１％削減 

□［国道１４号改良区間］ 
渋滞損失時間（現況）  ・・・   ３００万人・時間／年 

   渋滞損失削減時間  ・・・ ２２９万人・時間／年 
              （３３８万人・時間／年→１０９万人・時間／年） 
   削減率      ・・・ ７６％削減 

１－（１）円滑なモビリティのための確保 
２．現道等における混雑時旅行速度が２０㎞/ｈ未満である区間の旅行速度の改善が期待されま
す。（１５．６㎞/ｈ→２５㎞/ｈ） 

１－（３）都市の再生 
   １２．市街地再開発事業との連携があります。 
      （江東再開発基本構想 Ｓ４４） 
２－（２）無電柱化による美しい町並みの形成 
   ３０．対象区間が「無電柱化推進計画」の５ヶ年計画に位置づけられています。 
      （無電柱化推進計画 Ｈ１６～２０年度） 
２－（３）安全で安心できる暮らしの確保 

３２．第三次医療施設へのアクセス向上が見込まれます。 
   （都立墨東病院（第三次救急医療指定病院）） 

３－（２）災害への備え 
３６．対象区間が、都道府県地域防災計画及び緊急輸送道路ネットワークに位置づ 
    けがあります。 
   （第一次緊急輸送道路ネットワーク）[東京都地域防災計画 平成１０年度] 

４－（１）地球環境の保全 
４１．亀戸・小松川立体の整備により、自動車からのＣＯ２排出量が削減されます。 
［費用便益分析対象リンク］ 
   ＣＯ２ 排出削減量 ： 104,０００ ｔ-ＣＯ２ ／年 

４－（２）生活環境の改善・保全 
４２．現道等における自動車からのＮＯ２排出削減率 
［国道１４号改良区間］ 
   ＮＯ２ 排出削減率 ： １０．６％（９．０ ｔ-ＮＯ２／年） 

    ４３．現道等における自動車からのＳＰＭ排出削減率 
   ［国道１４号改良区間］ 
      ＳＰＭ削減率 ： １２．５％（ １．０ｔ-ＳＰＭ／年） 




